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国立国語研究所，統計数理研究所 

そして行動計量学会 
米田 正人 

 

国立国語研究所は 1948年 12月の設立当初

より，国民の言語生活を豊かにするための科

学的な基礎研究を行うことを目的に活動を続

けてきています．一般にはあまり意識されて

いないと思いますが，国語研が 1949 年に行

った八丈島の言語調査以降，統計数理研究所

とは共同研究という形で連携協力を継続して

きています．私が国語研に赴任したのは 1973

年のことでしたので，すでに多くの調査研究

の成果が公表され，山形県鶴岡市における共

通語化の調査や愛知県岡崎市における敬語調

査などはその経年調査の礎が築かれた頃でし

た．そして，その年の夏には行動計量学会第

1 回大会が行われています． 

その頃，国語研では東京，大阪を対象地域

とした大都市における言語生活に関する調査

研究の計画が持ち上がり，野元菊雄さんや江

川清さんと統数研を訪れることがしばしばあ

りました（国語研では所員どうしを「さん付

け」で呼ぶ習わしでした）．そんなある時，行

動計量学会への入会を勧められ，林知己夫先

生と野元さんに推薦の署名をいただきました． 

第 10 回大会（1982 年）は野元菊雄さんが

実行委員長となり統数研の全面的協力のもと

国語研で実施することになりました．駒沢勉

先生，馬場康維先生，江川清さんらと準備・

運営に奔走したことがついこの間のことのよ

うに思い出されます． 

その後何年かして江川さんが学会事務局を

引き受けることになり，前任の立教大・岡太

彬訓先生から大量の資料をお預かりすること

になりました．その時，江川さんの直属の部

下であったこともあり，多くの事務作業を共

にしました．今になれば良き思い出となって

います． 

1994 年から 5 年の間，文部省科学研究費補

助金（創成的基礎研究費）の助成を受けて行

われた「国際社会における日本語についての

総合的研究」と題する大型プロジェクト研究

において「日本語観国際センサス」と称する

国際比較調査を世界 28 の国と地域で実施し

ました．この時期は日本国内ではバブル崩壊

がおこり厳しい経済不況に陥りかけていまし

たが，世界の日本語学習者は 200 万人を超え

ていた時代でした．この国際比較調査は，国

際化した交流場面における日本語の役割，実

態を客観的な情報として把握することを目的

として実施されました．この調査では，統数

研はじめ行動計量学会関係者には多大なるご

協力をいただくことになり，特に林知己夫先

生，鈴木達三先生，柳原良三先生，真鍋一史

先生，吉野諒三先生には調査の企画から実施，

分析に至るまで多くのお力添えをいただきま

した． 

2011 年には鶴岡市における言語調査（第 4

回）を実施することができました．私が国語
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研に入所したときは第 2 回調査が実施された

直後でしたが，第 4 回の実施によって 20 年

間隔での実時間経年調査データを 4 セット蓄

積できたことになります．吉野諒三先生，中

村隆先生，前田忠彦先生，そして国語研から

は横山詔一さん，阿部貴人さんが中心メンバ

ーとして活躍しました． 

このようにふり返ってみると，統数研，国

語研には多くの貴重なデータが蓄えられてい

ることがわかります．難しい問題も数多くあ

ると思いますが，個票データが得られにくく

なっている今，これらデータを研究者へ公開

し，学界としての有効利用を模索していくこ

とも重要なことではないかと考えています． 

この度，名誉会員の一員に加えていただく

ことになりました．青天の霹靂，身に余る光

栄…，末尾ながら心より感謝と御礼を申し上

げます．  

 

米田 正人 

（よねだ・まさと） 

日本行動計量学会名誉

会員・国立国語研究所

名誉所員． 

東京理科大学理学部応用数

学科卒．国立国語研究所言

語計量研究部研究員，言語

行動研究部主任研究官，言語教育研究部部長，情報資料

部門上席研究員等を経て退任．2008 年より国立国語研

究所名誉所員． 

 

 

役員異動のお知らせ 

・広報委員会 インターネット小委員会 

 委員： 

   高岸 真梨子（就任） 

 

 

 

 

 

 

 

日本行動計量学会創立 50 周年記念 

出版への論文投稿の募集 
 

イノベーション委員会委員長 

 岡太 彬訓 

 

学会創立50周年記念の論文集への投稿論文

を，以下の要領で募集しています．投稿の締

め切り: 2022年10月31日です．会員の皆様の

投稿をお待ちしております．非会員の投稿も

可能です．詳細は学会のWebsite 

https://bms.gr.jp/2054/ 

に記されています． 

 

書名（仮） 

‘Facets of Behaviormerics: The 50th 

Anniversary of the Behaviormetric 

Society’.  

 

投稿先および連絡先 

bms50anniversary@googlegroups.com 

 

テンプレート（LaTex, MS Word）は以下の

Websiteからダウンロードして下さい． 

https://www.springer.com/gp/authors-

editors/book-authors-editors/resources-

guidelines/book-manuscript-guidelines 

 

投稿原稿の長さ: 15-25 頁（英文） 

 

編集担当者: 

岡太彬訓, 繁桝算男, 吉野諒三, 横山暁 

 

問合せ先: 

bms50anniversary@googlegroups.com 

以上 
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運営委員会より 

    運営委員会委員長 

  芳賀麻誉美（大阪経済大学） 

 

 

オンラインで開催！ 2022 秋の行動計量セミ

ナーのお知らせ 

実行委員長 鶴見裕之（横浜国立大学） 

 

日本行動計量学会の 2022 秋の行動計量セ

ミナーでは，「確率モデルが拓く社会のデジタ

ル変革（DX）」について取り上げて，2 日間，

90 分×6 コマの集中講義を行います．開催方

法はオンライン（リアルタイム・LIVE 型）を

予定しています． 

現在，急速な勢いで社会のデジタル化，デ

ジタル変革（DX）が進んでいます．様々なデ

バイスを通じた実社会ビッグデータが AI 技

術により活用され，生産性や価値が飛躍的に

向上することが期待されています．そこでは

多様な現象をコンピューター上で計算，予測，

制御するための「デジタルツイン」を構築す

ることが重要です．また，不確実な現象や社

会的相互作用を扱うために確率モデルが重要

な役割を果たします． 

本セミナーではベイジアンネットや確率的

潜在意味解析を用いて実社会ビッグデータか

ら，不確実性や社会的相互作用をモデル化す

るデジタルツインを構築して価値を共創する

DX プロジェクトの実践について，問題の設

定方法，具体的なツールの使い方，確率モデ

ルの作り方，使い方，実際の応用事例につい

て解説します． 

充実した内容にも関わらず，90 分 1 コマあ

たり準会員（学生）は 667 円，正会員は 1,333

円という有り得ない価格設定でのセミナー開

催は，学会主催であるからこそ実現できるも

のです． 

自らの学びと研究のため，あるいは，教え

方のヒントを掴み教育に活かすために，学生，

社会人実務家から教員の皆様まで，幅広いご

参加をお待ちしております． 

申し込み開始は 2022 年 8 月 28 日 10 時開

始予定です．申し込み多数の場合には先着順

とさせていただきます．どうぞ早めのお申込

みを検討ください． 

 

＜開催基本情報＞ 

開催日時：2022 年 11 月 12 日（土）～ 11 月

13 日（日）（2 日間） 

開催方法：オンライン・リアルタイム配信

（LIVE 形式）予定 

内容：「確率モデルが拓く社会のデジタル変革

（DX）」 

講師： 

国立研究開発法人  産業技術総合研究所 

本村陽一 

株式会社 ビヨンド・ザ・データ 阪井尚樹 

株式会社 クリアタクト 石田和宏 

申込開始：2022 年 8 月 28 日 10 時開始予定 

セミナー詳細： 

https://autumn2022.peatix.com 

（8 月 28 日 10 時より閲覧可能） 

 

＜講師によるコース概要説明＞ 

社会のデジタル変革（DX）を進め，超スマ

ート社会 Society 5.0 を実現するためには大

量の実社会ビッグデータを活用して，実社会

問題を解決するためのプロセスの自動化，意

思決定支援，価値の創出，多様なステークホ

ルダー間の対話的問題解決支援などを可能に

する必要があります．実社会のデータは多様

な背景や社会的相互作用による生成メカニズ

ムから作られるために，不確実性やモデルの

混合，状況依存性，交互作用，潜在変数など

が含まれています．こうした性質を扱うため

に確率モデルを適切に構築し，さらにその確

率モデルを使った確率推論や AI 応用システ

ムを実装する技術が必要とされています． 

本セミナーでは，こうした社会のデジタル

変革（DX）のための確率モデリング技術に焦

点をあて，とくにベイジアンネットワークと

確率的潜在意味解析（PLSA）に関する基礎と

応用，ユースケースやソフトウェア，具体的

な事例も含めながら解説したいと思います． 
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11 月 12 日（土） 

・10:40～12:10 講義１導入：「社会のデジタ

ル変革（DX）と確率モデリング技術」 

・12:10～13:00 昼食休憩 

・13:00～14:30 講義２ 「確率モデリング技

術の基礎〜ベイジアンネットワークと確

率的潜在意味解析」 

・14:50～16:20 講義３ 「確率モデリング技

術の応用〜ユースケースとソフトウェア」 

・16:30～17:00 質疑応答 

 

11 月 13 日（日） 

・10:40～12:10 講義４ 「確率モデリング技

術を活用した実社会問題解決」 

・12:10～13:00 昼食休憩 

・13:00～14:30 講義５  「確率モデリング技

術の活用事例〜ビジネス現場における実

社会ビッグデータ活用」 

・14:50～16:20 講義６「確率モデリング技術

の使い方〜ベイジアンネットソフトウェ

アを用いたモデル構築と確率推論」 

・16:30～17:00 質疑応答 

 

問合せ先： 

2022 秋の日本行動計量セミナー実行委員会 

bms_seminar（アットマーク）mayomi.org 

＊メールを送られる場合には@に変換してく

ださい。 

 

 

第 24回春の行動計量合宿セミナー開催報告 

 運営委員会委員 土田 潤 (同志社大学) 

 

第 24 回春の行動計量合宿セミナー（実行委

員長：土田潤（同志社大学），副実行委員長：

芳賀麻誉美（大阪経済大学））は，2022 年 3 

月 26 日（土）～27 日（日）（2 日間）に，オ

ンライン形式にて，90 分×8 コマの集中講義

を開講いたしました．テーマは「統計的因果

推論入門」として，長崎大学情報データ科学

部の高橋将宜先生にご講演いただきました． 

統計的因果推論は近年非常に着目されてお

り，また，開催時期が春休みに重なること，

オンライン開催であることから，400 名以上

の申し込みがあり，当日も 300 名を超える参

加をいただきました．さらに，これを機に，

正会員 32 名，準会員 16 名の方に入会してい

ただくことができました．本セミナーでは，

講義後の 4 月 1 日から 4 月 20 日までの間，

録画のオンデマンド配信を行いました．オン

デマンド配信では半分の講義が 200 再生を超

え，当日参加できなかった人だけでなく，1 度

だけでなく，復習する人も多くいたのではな

いかと推察いたします．最後になりました，

素晴らしい講演をしてくださった高橋将宜先

生，運営にご尽力いただきました芳賀麻誉美

先生，分寺杏介先生（神戸大学），武藤拓之先

生（京都大学），山本倫生先生（大阪大学），小

杉考司先生（専修大学），大森拓哉先生（杏林

大学），橋本貴充先生（帝京大学）には心より

御礼申し上げます． 

 

セミナー参加者の感想 

稗田涼真（同志社大学） 

今回のセミナーでは，統計的因果推論の基

本的な考え方について高橋先生に分かりやす

く御教授いただきました．私は，教育分野に

おける統計の方法論に興味があり，勉強して

いく中で，統計的因果推論という分野を知り

ました．しかし，これまで統計的因果推論を

体系的に勉強する機会がありませんでした．

そのような中で，指導教員より本セミナーの

案内をいただき，今回のセミナーに参加しま

した．今回のセミナーで，統計的因果推論が

用いられる場面や基本的な考え方，統計的因

果推論でよく用いられている回帰モデルや傾

向スコア法等を学びました．さらに，統計解

析ソフト Rを用いた実際のデータから推定す

る方法を学ました．高橋先生の講義は，統計

的因果推論に関して無知な私にも理解するこ

とができるほど丁寧なものでした．加えて，

今回のセミナーでは，オンラインの利点を活

かし，リアルタイムで質問することができた

ため，疑問点をすぐに解消できました．オン

デマンド配信により，後日講義をもう一度聞

くことができたため，難しかった内容もゆっ
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くり考えることができました．今回のような

有意義な機会が得られることを期待して，日

本行動計量学会への入会を決めました．今後

も日本行動計量学会のセミナーに参加したい

と考えております．末筆になりますが，講師

の高橋将宜先生，実行委員会の先生各位に深

く感謝申し上げます． 

 

神沢 雄大（ヤンセンファーマ株式会社） 

2022 年 3 月 26，27 日にオンラインにて開

催された第 24 回春の合宿セミナーに参加し

ました．私は企業にて自社及び外部のデータ

の分析と機械学習モデル構築を通してマーケ

ティングや営業活動の効率化・最適化とビジ

ネス上の意思決定のサポートを業務としてい

ます．これまで因果推論（施策の効果測定）

を行う場面は何度かありましたが断片的な知

見に留まっていたので，一度系統立てて全体

像を学習したいと思い参加しました． 

高橋先生の講義は，資料が詳しく，質問対

応が丁寧かつ良いタイミングでしたので，非

常に分かりやすいものでした．また，今回は

先生が今年 2 月に上梓された『統計的因果推

論の理論と実装』をテキストとしてその内容

とリンクしていたので，本の理解も進みまし

た．R のコードについても十分に時間を割い

て説明されていて，私自身は R を使いこなし

ていますが，恐らく R 初心者の方にとっても

理解しやすかったのではないでしょうか．今

回学んだ理論とその実装を今後実務に取り入

れていきます． 

私の合宿初参加は 2019 年 3 月に東富士に

て対面開催された回でした（芳賀先生のマー

ケティングリサーチの講義を受講）．その後，

COVID-19 の影響により春も秋も全てのセミ

ナーがオンライン開催となりましたが，対面

でもオンラインでも毎回タイムリーなテーマ

で質の高い講義を良心的過ぎる費用で提供し

て下さっており，講師の先生と企画・運営に

携わられている実行委員会の先生方には頭の

下がる思いです．今後も，知識とスキルを継

続して更新するために参加していきたいと思

います． 

 

広報委員会より 
 

広報委員会委員長         

鈴木 讓（大阪大学） 

 

 

学会 Webページの変更・整備・更新 

 本学会理事会からの依頼，本学会会員から

の申請，他学会からの依頼で会員に有益な情

報を Web ページに掲載する，もしくはメール

で配信しています（両方の場合もある） ．同

時に SNS での発信も行っています． 

 

 

メールニュースの配信 

 2022年5月,6月,7月のメールニュース（通）

の内訳は以下のようになります． 

 

 5 月 6 月 7 月 

本学会 大会（申込

み開始） 

大会（申込

み延長） 

 

公募（求人，

研究費） 

4 件 1 件 6 件 

関連学会・ 

イベント 

2 件 0 件 0 件 

計 7 件 2 件 6 件 

 

 

学会 Facebook/twitterをフォローしよう 

twitter では，学会主催行事（大会，シンポ

ジウム，秋・春のセミナーなど），新着論文（和

文，英文）のタイトルなどを発信しています．  

https://twitter.com/bms_pr 

2022 年 8 月 1 日現在，フォロワー数は 736 

（3 ヶ月間で 14 増） です．Facebook（392

名がフォロー中）でも，学会主催行事などに

ついての情報を掲載しています． 

https://www.facebook.com/BehaviormetricS

ociety 

「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェア」

をぜひともお願い致します． 
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情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連

絡する以外に，会員の方々からいただいた公

募情報（求人，研究費など），関連学会（イベ

ント他）など，他の会員に有益な情報を発信

しています．広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

からお申し込みください．この他，会報の「会

員の著書など」に掲載する書籍の情報がござ

いましたら，同じサイトからお申し込みくだ

さい．その際に，その書籍の画像ファイルを

入力していただくことになります． 

 

 

 

【シリーズ海外レポート㉛】 

オランダへの留学体験 

高岸 茉莉子（岡山大学） 

 

 

はじめに 

この度は 2022 年度から行動計量学会の広

報委員を務めているご縁で，海外レポートを

執筆させていただくこととなりました．ここ

では私が博士後期課程在籍時に，2017〜2018

年と滞在したオランダのロッテルダムにある

Erasmus University Rotterdam での経験を

お話しさせていただきます． 

 科研費に運よく当たったことがきっかけで，

今いる場所とまた別の環境に出て，研究を進

めたいと強く思うようになり，学会で何度か

お話しさせていただく機会があったオランダ

のErasmus University RotterdamのMichel 

van de Velden 先生の元に留学させていただ

くことにしました．最初は 2017 年 4 月から

3 ヶ月間だけの予定でしたが，長期滞在も先

方が許可してくださり，一旦 visa を取りに日

本に帰国し，同年 10 月から 9 ヶ月ほど再度

オランダに滞在しました． 

 

 

 

研究環境について 

受け入れ先の研究科（図 1）では，ヨーロッ

パを主に各国から統計や計量経済関連の研究

者が毎週ゲストとして招待されるセミナーが

あり，毎週様々なトピックの話を聞くことが

できました．当然全て英語で，ぼんやりして

いたら聞き逃してしまうので，全発表必ず初

歩的なことでもいいから何か 1 つ質問をする

と決めて毎回臨んでいました．そのおかげか

受け入れ教員以外の先生にも存在を認識して

もらえるようになり，色んな先生と統計・数

学の話や研究の話をすることができました．  

 

図１ 受け入れ先である Erasmus 

University Rotterdam 

 

また特に貴重な経験だったのが，受け入れ

先研究科の先生のお知り合いで，著名なスタ

ンフォード大学の Trevor Hastie 先生による

5 日間ほどのワークショップへの参加でした．

内容は機械学習の基本的な内容でしたが，先

生の最近の研究も含めて話していただき，と

ても貴重な機会を得ました．また最終日には

van de Velden 先生のご好意で，スタッフの

みが参加する Hastie 先生との食事会に私も

参加させていただき，私は（たまたま）Hastie

先生の斜め前の席で食事することができ，非

常に緊張しましたがこれも二度とない貴重な

経験でした（写真 1 枚ぐらい撮っておけばよ

かったと後悔しています）．私はたまたま

Hastie 先生の学生の論文に関連する研究を

したことがあったので，それについて短時間

でしたが話せたのもいい経験でした． 
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オランダでの生活について 

私はどちらかといえば出不精で，外出はそ

こまで積極的ではありませんでしたが，アム

ステルダムに行ったり（図 2），受け入れてく

ださった van de Velden 先生はじめ研究科の

先生方と食事をさせていただいたり（図 3），

サイクリングにご一緒させていただいたり，

またオランダではマラソン大会が多く開催さ

れているので，10km マラソンに計 3 回参加

したりしました（図 4）． 

 

図２ アムステルダムの一風景 

 

図３ van de Velden 先生とそのご家族との

食事風景 

 

 

 

 

 

図４ マラソン大会 

 

オランダは自転車を使う人が多く，自転車

用の歩道はもちろん，電車にも自転車をその

ままの状態で持ち込むことが可能だったりし

ました．チューリップが見頃の時期に長距離

サイクリングに行ったのですが，とても心地

よかったです（図 5）． 

 

 

図５ サイクリング中の一コマ 

 

またオランダでは春にはほぼ毎週何処かで

マラソン大会が開催されていました．普通の

マラソンも多かったですが，街の散策を目的

とし，美術館やショッピングモール内もコー

スの一部となっているような，変わった

10km マラソンもありました（図 6,7）．そも

そも体力をつけようと始めたマラソンでした

が，それをしながら観光もできてしまうので，

どうせならこれでオランダの各街を回ったら

よかったと後になって後悔しました． 
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図６ 10 ㎞マラソンで通った美術館 

 

 

図 7 10 ㎞マラソンで通ったショッピングモ

ール 

 

ただ食事に関しては，コンビニ飯ですら美

味しい日本を恋しく思うことがよくありまし

た．私は料理が苦手ですが，そんな私ですら

自分で作った方がマシだと思えるインスタン

トフードがスーパーに売り物として出されて

おり，お腹が鍛えられました． 

 

おわりに 

私は学部時代にも 1 年のアメリカ交換留学

経験がありましたが，その際は「1 年間アメリ

カの大学生を経験する」ことに留まりました．

もちろんそれも良い経験だったことには違い

ないのですが，一方で今回のオランダへの研

究留学は，将来もつながる実績を残せたとい

う意味で貴重な経験でした．例えば留学中に

論文を 2 本共著で投稿でき，かつその先生と

の共同研究も今も続いています．論文執筆や

人脈作り，幅広い分野に触れることを，学生

の間に海外で経験できたのは貴重で大変あり

がたかったです．今はコロナ禍での長期滞在

には大きな弊害があり，とても残念に思いま

す．少しでも早くコロナへの懸念が収まるこ

とを祈っています． 

 

高岸 茉莉子 

（たかぎし・まりこ） 

岡山大学大学院環境生命科

学研究科 講師 

2019 年同志社大学大学院文化情報

学研究科博士課程後期課程修了，大

阪大学大学院基礎工学研究科特任

研究員・特任助教を経て 2022 年より現職．専門は多変

量解析，計量心理学．2022 年より日本行動計量学会広

報委員会委員． 

 

 

 

理事会議事録 

 

日本行動計量学会 2021 年度第 5 回理事会 

議事録 

 

日時：2022 年 3 月 2 日（水）10:00～11:05 

 

場所：オンラインによる開催 

 

議事進行：狩野裕理事長 

 

理事出席者：岩崎学，宇都雅輝，大森拓哉，

岡太彬訓，岡田謙介，尾崎幸謙， 

狩野裕，菊地賢一，小杉考司，

椎名久美子，繁桝算男， 

清水裕士，鈴木讓，鈴木督久，

竹村和久，中山厚穂， 

南風原朝和，橋本貴充（書記），

藤田泰昌，星野崇宏，山岡和枝，

山田剛史，横山暁（23 名）， 

委任状 4 名 
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監事出席者：村上隆 

陪席者：森一将（第 50 回大会実行委員長） 

 

資料 

1. 2021 年度第 4 回理事会議事録案 

2. 2022 年度柳井レクチャー講演者につい

て 

3. 行動計量学会国際ワークショップシリ

ーズについて 

4. 和文誌編集委員会報告 

5. 欧文誌編集委員会報告 

6. 広報委員会報告 

7. 入退会リスト 

8. 学会主催のイベントにおける講師謝金

および実行委員の手当ての規定策定につい

て 

9. 運営委員会報告 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 27 名（理

事出席 23 名，委任状 4 名）であり，理事会が

成立していることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2021 年度第 4 回理事

会の議事録が承認された． 

 

2. 第 49 回大会 

吉田第 49 回大会実行委員長の代理とし

て大森理事より，会計処理が概ね終了し，

残金の一部を利用して，次回大会に向けて

発表・参加申込システムの改修を行う予定

であることが報告された．収支報告は，シ

ステム改修にかかる金額が決まり次第，行

う予定である． 

 

3. 第 50 回大会 

森第 50 回大会実行委員長より，大会は 8

月 28 日（日）～31 日（水）に沖縄県市町

村自治会館にて開催予定であること，およ

び現在の準備状況が報告された． 

 

 

 

 

 

 

4. 岡太研究助成 

狩野理事長より，選考委員長として繁桝

理事が推薦され承認された．その後，繁桝

選考委員長より，選考委員が提案され承認

された．なお，選考委員の任期は 1 年とな

る． 

 

5. 柳井レクチャー 

吉野委員長の代理として菊地事務局長よ

り，資料 2 にもとづき，2022 年度柳井レク

チャーの講師とテーマが提案され承認され

た． 

 

6. 科研費 

岡田科研費小委員会委員より，資料 3 に

もとづき，日本行動計量学会国際ワークシ

ョップシリーズについて，日時と変更点が

報告された． 

 

7. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料 4 にも

とづき，現在の審査状況，第 49 巻 1 号の発

刊予定，特集論文の計画が報告された． 

植野欧文誌編集委員長の代理として橋本

理事より，資料 5 にもとづき，現在の審査

状況，Vol.48, No.1 の概要， Special Issue

の計画が報告された． 

 

・運営委員会 

横山副委員長より，資料 9 にもとづき，

2021 秋の行動計量セミナーの実施概要，第

24回春の合宿セミナーの準備状況，2022秋

の行動計量セミナーの計画が報告された． 

第 106 回行動計量シンポジウムについて

シンポジウム予算使用の申請があり，承認

された． 

研究部会の募集状況が報告された． 

 

・広報委員会 

鈴木委員長より，資料 6 にもとづき，会

報第 172 号の準備状況が報告された． 

学会 Web サイト会員検索キーワードの

変更が提案され，広報委員会の案が承認さ

れた．変更にかかる費用を確認した上で，

作業を始めることとなった． 
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・資料アーカイブス委員会 

鈴木督久委員長より，学会設立当初の重

要文書を取りまとめる計画が報告された． 

 

・イノベーション委員会 

岡太委員長より，日本行動計量学会創立

50 周年記念出版への論文投稿の状況が報

告された． 

 

・統計関連学会連合 

岩崎担当理事より，2022 年度連合大会が

9 月 4 日（日）～8 日（木）に成蹊大学にて

開催予定であることが報告された． 

 

・事務局 

菊地事務局長より，資料 7 にもとづき，

入会，退会，種別変更の申請が報告された．

情報が足りない入会希望者 2 名については

事務局に一任することとされ，他は承認さ

れた． 

菊地事務局長より，資料 8 にもとづき，

学会主催のイベントにおける講師謝金およ

び実行委員の手当ての規定策定について議

論された． 

 

8. その他 

  なし． 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の著書等 

 

渡邊勉・吉川徹・佐藤嘉倫（編）『人生中期

の階層構造（少子高齢化社会の階層構造

2）』，東京大学出版会，2021 年 11 月 

 

 

 

 

 

 

佐藤嘉倫・稲葉陽二・藤原佳典（編）『AI は

どのように社会を変えるか』，東京大学出版

会，2022 年 3 月 
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河合美香・森一将・渡邉卓也・平林信隆・鈴

木俊洋（訳）O. Theobald（著）『予備知識ゼ

ロからの機械学習―最新ビジネスの基礎技

術』，東京図書，2022 年 5 月 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだ

け論文として投稿して下さい．お待ちしてお

ります． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No.，YY: 論文の開始ページ No. 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Manager からご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/de

fault.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

 

 

(DOI) 

http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No.，YY: 論文の開始ページ No.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964（electronic version） 

 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについ

て 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学

技術振興機構（以下，JST）の支援を受け，本

学会欧文誌「Behaviormetrika」および和文誌

「行動計量学」に掲載された論文記事を創刊

号（1974 年）に遡って電子化し，JST で運用

している電子アーカイブサイト J-STAGEにて

全文公開（無償での公開）しております．電

子アーカイブ化・公開には，創刊号からの掲

載論文の著作権行使（全文電子公開）同意を

論文著者から得る必要があります．1999 年の

総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明

確に定められましたが，それ以前に掲載され

た記事等の著作権は，明確に定められており

ませんでした．電子化し公開するに当たって

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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は，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者

のご了解をいただきました．現在までにお返

事をいただいていない著者の論文は，本来は

著者からの権利委譲を待つべきですが，「行動

計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体の研

究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権

委譲についてお返事をいただいていない著者

で，電子化し公開することが不都合とお考え

の方は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員

会までご連絡下さるようお願いいたします．

公開を中止するなど，学会として誠意をもっ

て対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続

き等は会報 123 号（2009 年）に掲載され，学

会の WEB ページの「学会誌」の「著作権規定」

の欄 

https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月発

行の Volume 44，Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．こ

れに伴って Volume 44，Number 1 以降はシュ

プリンガー・ジャパン社の Web site において

公開されます（非会員には有償）．Volume 43，

Number 2 以前に掲載された論文は，従来通り

JST で運用している電子アーカイブサイト J-

STAGE にて全文公開されます． 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2022年7月29日現在） 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳

しくは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登

録されたアドレスにメールニュースを配信し

ています．こちらへメールアドレスを新規登

録，変更，削除（メールニュースの配信停止）

される場合は，ご自身で，「会員向けメーリン

グリスト：登録・サービスの詳細」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイ

ページにログインして作業を行って下さい．

よろしくお願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用

のパスワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の

会報の「最新版」，「バックナンバー」および

「過去のメーリングリストアーカイブ」（過去

のメールニュース）のページにアクセスする

際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関

等）の教員公募などの求人情報および賛助会

員企業・団体の求人情報は，ご依頼に応じて

メールニュースの記事としての掲載および学

会ホームページからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっ

ても，当該企業が非会員の場合，かつ大学及

正会員       : 834 名 (海外 4 含む) 

準会員       : 124 名  

名誉会員      : 25 名  

賛助会員      : 20 社  

シニア会員     : 36 名  

計         : 1039 名  

学会誌等寄贈先 : 4 件  
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びそれに準じた組織（国立研究機関等）でな

い場合は，求人情報を記事として配信するこ

とはできません．配信を希望される場合には，

事前に賛助会員になって頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるかどうかにかかわらず，また

求人広告かどうかにかかわらず，お引き受け

しています．後述の方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学

会の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行され

た著書（会報発行日に出版後 2 年を経過しな

いもの）など，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度

の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の

「会員の著書等」の紹介コーナーは，会員の

方々が著書等を出版されたことをアピールで

きる数少ない場であると思いますので，優れ

た書籍の推薦や情報などをお寄せ下さいます

ようお願いいたします．なお，会員の方がご

自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号 175 号の場合には 10 月

末日）にお寄せいただければ，直近号に掲載

することが可能です．それ以降に届いたもの

につきましては，内容を判断した上で，次号

に回させていただきますのでよろしくお願い

申し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の広報

依頼の受付ページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号にご寄稿下さった皆様に，紙面を借り

て，お礼申し上げます．学期末などでお忙し

い中，どうもありがとうございました．  

今夏は文字通りの酷暑となりました．この

会報がみなさまのお手元に届く頃には，暑さ

もひと段落していればと願うばかりです．ど

うかご自愛くださいませ． 

会報に掲載したほうが良いと思われる情報

のみならず，会報に対するご要望やご意見な

どございましたら，広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

より，是非お寄せ下さい．お待ちしておりま

す． 

 (ふじた たいすけ，藤田泰昌) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，   

石橋敬介，稲水伸行，岩間徳兼，

上野雄史，岡田陽介，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，

袰岩晶，元山斉 

相談役：尾崎幸謙 

 

 

 

 

 

 




